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ラスの 1年生 10 名（男性 6名，女性 4名）であっ
た。
　⑵　期　間













































































































































































　第 2回の講話への出席は 10 名中 7名であった。





























































番号 性別 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5
 1*** 男 欠席
 2** 男 欠席





































































































































































たのは 2名であった（Table	4 の番号 3,	4）。この

















　「4：なった」は 2名いた（Table	4 の番号 7,	8）。
彼女らも，オープンキャンパス・スタッフとして
活動を始めていた。彼女らの問4を見ると，「オー
プンキャンパス・スタッフの存在を知ってやりた
いことが見つかった」「自分が高校生の時にオー
プンキャンパスに参加しました。今，スタッフと
して関わってみて，たくさんの思いやりがあった
ことを知ることができました」と述べている。こ
うした結果から，辻（2007）の第 2の提案もおお
よそ満たすことができたと言える。
　問 5を見ると，「キャリアの話を聞いて助かり
ました（Table	4 の番号 3）」「人と関わることを
苦手で避けてきたけど，挑戦してみよう（Table	4
の番号 4）」「視野を広く持って，行動していこう
（Table	4 の番号 6）」「就職について不安しか無
かったが，カウンセラーの話を聞いて前向きにな
れた（Table	4 の番号 7）」「大学生で様々な体験
をしていこうと思った（Table	4 の番号 8）」「人
と関わることが苦手で避けてきたが，そんなこと
は言っていられないと思った（Table	4の番号9）」
と全員がポジティブな考えや気持ちを持つことが
できたと言える。
　これらの感想は，キャリア教育の目的は学校と
社会をつなぐこと（児美川，2015），生きる力を
つけること（鈴木，2008）という指摘を一部満た
すと考えられる。彼らの残りの大学生活におい
て，今回のキャリア教育を通して考えたことを実
行に移すことによって，生きる力が徐々に身につ
いていくのではないかと期待できる。
　今回のキャリア教育を実施した成果は次の 3点
であった。第一に，辻（2007）が指摘するように
大学 1年生の中には就職に対して不安感を持って
いる者もいたことが分かった。しかし，本研究の
ように，キャリアカウンセラーといった専門家を
交えたキャリア教育を行うことによって，不安感
を軽減することが可能であることを実証すること
ができた。第二に，人と関わることが苦手という
理由で，大学に入学するまで人と関わらないよう
に過ごしてきた者が，その状況は良くないことで
あり，人と関わっていこうと前向きに挑戦する姿
勢が生まれたことである。就職活動はもちろん，
就職後は人と関わることが増えるだけに，この心
情の変化は価値が大きいと言える。第三に，オー
プンキャンパス・スタッフを始めるなど，行動が
変わったことである。どの受講生にとっても，初
めてのことを始めることは勇気が必要である。
キャリア教育によって，その最初の一歩を踏み出
せたことは，人間的成長と言える。
　今回のキャリア教育を振りかえると，受講生だ
けでなく第一筆者にとっても大きな学びになっ
た。第二筆者の話を聞いたことは，第一筆者の就
職活動支援の知識やスキルの向上につながった。
　最後に，本研究の課題として，キャリア教育を
欠席した者について述べる。欠席者の中には「寝
坊しました」「体調不良です」と第一筆者に連絡
をした者がいる一方で，無断欠席の者もいた。無
断欠席の理由が分からないので，想像の範囲内で
あるが，彼らはキャリア教育への関心が薄いのか
もしれない。関心が薄い者に対しては，さらに別
の働きかけが必要なのかもしれない。
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